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2019年 8月 第 5号

青葉区区民活動支援センター情報紙

〈今月のまち活ギヤラリー)

8/26(月 )～ 9/6(金 )

「横浜緑吹奏楽団」

9/8「第36回定期演奏会」、2/29「 2020

青葉こども音楽まつり」など活動 PR I

(今 月の団体紹介パネル〉

「スポーツ・アウ トドア」「子供関連」

の団体のパネルを展示しています。

〈今月の FMサルース〉

「なしかちゃんコーナー」

3/13(火)11:05頃～

【藤が丘ウクレレ

レアレアサークル】

新しい団体です。会員募集中 !

センターからのお知らせ

区民交流センターまつり」・「まち活フェス」の

出演団体 (舞台)を募集 します !

日頃の練習の成果を多くの方に披露するチャンスです。
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=≫(1)区民交流センターまつり

地域の方と触れ合える楽しいお祭りです。

【日時】11月 23日 (土・祝)10:00‐ 15:00(予定リ
【会場】区民交流センター前 駅前広場 田奈駅 徒歩1分

【応募条件】
① 青葉区区民活動支援センターに登録して活動している団体
② 野外ステージ。マイク・CDデッキのみ設置

=

③ 発表時間15分 ④ 出演参加料:無料

(2)まち活フェス

「

今年度初めての企画です。青葉区自慢の本格的なエンサー トホール  :
で、区民の皆さんに日頃の成果を発表しましょう.

【日時】12月 11日 (水)14:00～ 16:00(予定)

【会場】区民文化センター フィリアホール (青葉台東急スクエア South‐ 1本館)青葉台駅 徒歩 1分
【応募条件】① 青葉区区民活動支援センター |二 登録して活動している団体

12コ ンサー トホー′レで発表するの|こ ふさゎしい内容であること3

ステージの構造上、激しい動きのダンス等は利用できません。ご不明な点はお問合せください。
③ アンプを使用する楽器や和太鼓等の演奏はご遠慮ください。
① 発表時間 15分
l⑤ 出演参加料 :無料

⑥ 説明会に参加すること。 (10月 8日 (火)10:00～ 11:oo)

(1)(2)共 通

【応募】所定の申込用紙に必要事項を記入のうえ、FAX又 はメールもしくは持参で応募。
応募団体多数の場合は抽選とし、9月 中旬をめどに結果を連絡します。
申込用紙は青葉区区民活動支援センターおよび区民交流センターにて 8月 1日 (木)か ら配布予定。
また、青葉区区民活動支援センターのホームページからダウンロー ドもできます。

【応募締切】8月 30日 (金)必着  ※(1)(2)両方の申し込み、出演も可。
【申込・問合せ】青葉区区民活動支援センター
メ‐一ル : ao―machikatsu@oity.yOkOhama.jp

電言舌:  978-3327      iFン Xヽ : 972-6311

ホームページ 青葉区区民活動支援センタ □

【まち活】とは? 青葉のまちをさらに元気に・魅力的にするために、区民の皆さんが青葉のまちで活き活きと活動し、まちを

活性化していただくことを目指しています。 あなたのまち活を青葉区区民活動支援センターがお手伝いします !

〒225-0024青 葉区市ケ尾町 31-4(青葉区役所 lF)

TEL:978-3327    1FAX: 972-6311

E´メール :ao― machikatsu@city.yOkOhama.Jp

青葉区区民活動支援センター

〈開所時間)月 曜～金曜 8:45～ 17:00 第 2.4土曜 9:00～ 12:00

(休所日)第 2・ 4土曜以外の土曜、日・祝日、年末年始 (12/29～ 1/3)

匠憂ヨホームページ
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・=1英 語の読み聞かせ「STORY TIME」 7月 5日 (金 )

田奈にある区民交流センターを会場に、英語の本の読み聞かせ「STORY TIME」 が開催されました。
「STORY TIME」 は英語の本に興味のある人は赤ちゃんから高齢の方までどなたでも参加できます。

主催のハンプティダンプティ文庫は、海外から帰国した日本人児童をはじめ、二ヶ国以上の文化背景のある

こどものための英語の文庫で、読書や本の読み聞かせが活動の主体です。英語の本の読み聞かせボランティ

アをされていたネイティブスピーカーの人が帰国 したためしばらく本の読み聞かせ活動を体止 しているとい

うことで、区民活動支援センター |こ ご相談がありました。ボランティア活動をしたいと相談に来所 されてい

たグリーンリーフインターナショナルスクー 'レ青葉台代表 山崎カタリ十さんをご紹介し、今回の会が開催

されましたc

当日|ま 3人の子供と6人の大人の参加がありましたこ英語の絵本をただ読む

だけでなく、合間に入るカタリナさんの子どもたちへの語 りかけが絶妙で、子

どもたちをiま じめ参加者まま絵本の世界に夢|き 込まれていました。ノ`ンプティダ

ンアティ文章では、会員の:ま か英語の本の読み問■,せ をしてくだきる人を募集

中です。また、きつきが丘地域ケアプラザ、恩田地域ケアプラザ、山内図書館

でも絵本の読み聞かせを予定しています。  tYI

★今回読んだ絵本
『A New Dog』

『Slpot E〕 akes a C)ake』

『Biscuit』

『Waiting is not easy』
☆英語の本の無料貸出(一 人 2冊まで 2週間)

ハンプティダンプティ文庫の本棚は区民交流センター (田 奈駅徒歩 1分 )のミーティ

ングコーナーにあります。選んだ本を青葉国際交流ラウンジのカウンターで、貸出ノー

トに記入してください。 返却は青業国際交流ラウンジのカウンターヘ .

☆ハンプティダンプティ文庫の会員・ボランティア募集や絵本の読み聞かせ日程等詳

細 |ま 、ハンプティダンプティ文庫のホームページをご覧ください。

ホームベージ :httpsiル hdlibra町 1981.wlxsite.com/hOme

(問合せ先)ハンプティダンプティ文庫青竹 Eメール :hd‖ braⅣ 19810gmaれcOm

: ・・「ラフールで横浜子育てサポー トシステムの入会説明会」 6月 7日 (金 )
本の温もりを感じる遊具

青葉台の青葉区地域子育て支援拠点ラフールで開催された、「横浜子育てサポー トシ

ステム」の入会説明会に参加 してきましたら会場では、この制度 |こ 登録 している提供

会員 (預かる会員)が子どもを見守っているので子 どもを連れての参加も可能でした。

「横浜子育てサポー トシステム」は、地域の中で有償でお子さんを預けたり、預かったり、地域ぐるみで子育て支  :
援をめざす仕組みです。預けたい方 (利用会員)と 、預かれる方 (提供会員)が ともに会員登録をし、ラフールに :
ある青葉区支部が会員同士の出会いをコーデイスー トします。預かる方は、入会説明会、研修を受 |す てから会員に  二

なるので、預ける側も預かる側も安心してこの制度を利用できます。リフレッシニしたい、送迎をしてほしい、実  I
家が遠く頼める人がいないなど、いろいろな理出で利用できます。1時間くらいのことでも手助 |ナ が必要な時に利  :

1用 している人が多いそうです。現在、利用会員の数に比べ、提供会員の数がまだま  4

1だ足 りないそうです。子育て経験を活かして何かお手伝いしたいと考えている人 |ま  :
ぜひ相談してみてください。子育て中の皆さん、子育てに困った時、おしゃべ ,,か  :

|ら 人とつながるラフールを、ホッと一息つける居場所 :こ してみませんか。(T)   :
:(問合せ先)横、浜子育てサポー トシステム青葉区支部専用 TEL:045-402-5518  ξ
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ラフール内の様子
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ニ 『街の家族』に行つてきました : 6月 12日 (水 )

今年で 7年 目になる街の家族は空き家になっていた奈良町の一軒家を

利用したコミュニティハウスです。今年度 「第 9回横浜 。人 。まち・デザ

イン賞」地域まちづく:9部門で受賞をされました。お料理、ノヽンドメイ ド、

陶芸教室や親子の広場、季節ごとのイベント、子どもの見守 り合いなどを _ヽ

通して、大切な地域のつながりを深めています。

こんにちは～ ♪と玄関で声をかけても、にぎやかな人の声でかき消されてし

まうほど笑い声が絶えません。伺った日は赤ちゃんと幼児服のリサイクルマー

ケットの日でした。その傍らで小さい子どもが遊んでいます。 自然な感 じで子

どもを見合ったり、誰で 1)一緒 |こ た .し ■手 1再
.´

_・〕お三 ユ :二 しを■ttく こと

ができます。私もいつの間にか溶け込んで帰る時間を忘れてしまいました。

また、庭で収穫 した梅が梅干
'こ

漬ける準備で竹ぎるにいっぱい広げてありました。梅干作 りを教えて

くれる人も地域の人です。ただ、この土地に根付くにはいくつもの困難を乗 り越えてきたと伺いました。

最近は、.パ ソコンを用意 してお母さんがここでリモー トワータもします=お子さんが小さくてもこの居

場所がある限り、社会とつながり、子育てしながらスキルアップし、まちづくりを担 う人になって|ヽ く

ことでしょう。街の家族ではいろいろな施設や団体とコラボレーションしたり、イベン トを開催するこ

とで、地域の活動を広げて人と人をつなげることを意識 しているそ うです。 (T)

みんなで遊ぼう。今日のごはんI可かな
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1「1 人 とまちとつながる座談会  「子育てをひ らく」 7月 2日 (火 )

～子 どもとわた しが心地良く暮 らせ るまちって ?～

をテーマにした青葉区こども家庭支援課主・f星・NPO法人森 ノオ ト企画の圧談会が、たまプラーザのさんか

くBASEで 開かれました。′1ヽ さなお子さんには見守り保育も用意され、ママたちもお子さんを預けて i′ ま

っと一息つきながら、青葉区での子育てについて本気で話 し合いました。

「児童館 t｀ ない二「交通の便が悪 .ヽ 二「公亘が狭 tヽ コこ―、ヽった
¨
青葉区・]、 1意

'、

｀
ら な

点"か ら「優 しい人 ::｀ 多い」「意外に自然が豊富」「マナーがいい」といった “良い点"

についてもたくさん挙がりました。また、「知らない人には挨拶をしない、という教育

!ま どうしたものか」「私立もいいができるだけ地域の学校に通わせたい」といった声が

聞かれ、子どもたちが地域の一員として生きていくための将来的な視点に立った意見
ママと|まなれても大文夫  を聞くことができました。

ファシリテーターである森ノオ トの宇都富南海子 さんの温澤ヽく時確な進行に促 さ

れ、参趣者の皆さんが活発に発言 し、「ケアプラザiま子育て層も利用できるよ」「雨の

ヨ|ま どこに行っている ?」 といった情報交換も活発 :こ行われましt。 区民活動支援セ

ンターでもどうしたら子育て中の皆さんにもっとセンターをご活用いただけるかを

しっかり考え、さら:こ 晴報や機能を充実していきたいと思います。 (SJ)

★9月 10隅 ラフールサテライ ト (市 ヶ尾)。 9月 19圏 ラフール (青葉台)でも

座談会が開催される予定です☆
熱心にお話する皆さ″
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亀5.「第7回まち活カフエ」

テーマは「子ども'子育て (学齢期編)」 です l

青葉区は子育て世代が多く住んでいるまち。子育て支援に関わる人や情報、活動団

体がたくさんあります。まち活カフェで子育て当事者の目線でコーヒーを飲みなが

ら子育てについて交流 しませんか?新たな出会いが生まれるかもしれません。

【日時】8月 29日 (ラ )ヽ10:00～ 12:00

【場所】区民活動支援センター(区役所 1階)

【参加費】50円  ※保育スペースあります。

【ゲス トスピーカー】

。学校地域コーディネーター     官原

。青葉区地域子育て支援拠点ラフール 佐藤

・市ヶ尾ユースプロジェクト     葉石

。おもしろ科学たんけん工房     千葉

8柩

バリアフリーコンサー ト開催

フィリアホールの区民企画事業として、コハーン・イシュトヴァーン&松本紘佳 ジョイン トコンサー ト

が愉音さんの主催で開催されます。愉音さんと協力者の NPO法人まちと学校のみらい、未来の樹 。あおば

の皆さんは、「まち活カフェ」参加をきっかけに交流がはじまり、LET'S COME TOGETHERを 立ち上げて

フィリアホールでのバ リアフリーコンサー ト開催に発展しました !5月 のまち活カフェで初めて出会った

人達の企画がこんなに早くステキに実現 しました。これからも、カフェで集まった人同士がいろんなとこ

ろでつながってい くことを願っています。
摯
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「まち活カフェ」は、

地域活動に関心のある

人たちがワイフイ集ま

れる場所を提供 し、よ
カメェ

りよい街をつ くるためのプロジェ

ク ト。 興味のあるテーマに参加 し

て、コー ヒーを片手に意見交換をす

るなど交流 してみませんか ?活動

中の人はもちろん、何かを始めよう

としている人、何から始めた らいい

かわからない人、始めたばか りの人

も集まって、つなが りや市民活動を

始めるきっかけに していただきた

いと思っています。

゛

編集繰記

活動団体の方々やイ

ベン トに参加 されて

いる皆様の、何かを形

にして行く時の素早

さやパワーに感動で

す。 日々学ばせていた

だいています。 (SJ)
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泉さん

有紀さん

真澄さん

恭弘さん

錢攀緊難軍◎攀難寧攣

ジョイントコンサ“ト
声を農してな難ヽヽてな斌 食 ,

コン,― 卜め,ス ト饉葉.

トーンタゃイムや″甕曇2撃にし
菫苺に事撻しません警マ
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バラエテイ豊かな選曲

です。本格的な音楽に

誰でも気軽に触れる

とができるまたとない

機会です !

お申し込み

お問い合わせは

info.222@鷹 mail.com

協力会社から先着 100名様に

プレゼントがあります !

ticket.


